
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
規
制
の
狙
い

　

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ（Total L
oss-A

bsorbing 
C

apacity

）と
は
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の

規
制
資
本
に
加
え
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ

（
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
上
重
要

な
銀
行
、
注
１
）
の
破
綻
時
に
損
失

吸
収
や
資
本
再
構
築
に
あ
て
る
こ
と

が
可
能
な
長
期
社
債
等
か
ら
な
る
総

損
失
吸
収
力
を
さ
す
。
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ

ｓ
が
破
綻
処
理
に
入
っ
た
場
合
、
ま

ず
残
存
す
る
規
制
資
本
が
損
失
を
吸

収
し
、
そ
の
後
に
債
権
者
順
位
に
従

っ
て
、
そ
の
他
の
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
適
格
負

債
等
が
損
失
を
吸
収
す
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
一
般
的
な
シ
ニ
ア
債
と

は
異
な
り
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
は
金
融
機
関

等
の
資
本
再
構
築
に
も
利
用
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、「
金
融
機
関
の
実
効

的
な
破
綻
処
理
の
枠
組
み
の
主
要
な

特
性
」（
以
下
、「
Ｋ
Ａ
」
注
２
）
に

沿
っ
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
破

綻
処
理
の
仕
組
み
に
加
え
、
Ｔ
Ｌ
Ａ

Ｃ
の
確
保
を
義
務
付
け
る
こ
と
に
よ

り
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
が
破
綻
し
た
場

合
で
も
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性

へ
の
影
響
を
最
小
化
し
、
シ
ス
テ
ム

上
重
要
な
業
務
の
継
続
を
確
保
し
つ

つ
、
納
税
者
負
担
を
回
避
す
る
秩
序

立
っ
た
か
た
ち
で
破
綻
処
理
を
実
施

す
る
こ
と
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
規
制
の
狙
い
は
、
そ
う

し
た
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

当
局
が
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
破
綻
時
に

安
易
に
公
的
救
済
を
選
択
す
る
こ
と

な
く
破
綻
処
理
を
実
施
す
る
と
い
う

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
信
憑
性
を
高
め
、

政
府
が
巨
大
銀
行
を
破
綻
さ
せ
る
こ

と
は
な
い
と
い
う
投
資
家
の
期
待
を

通
じ
た
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
へ
の
「
暗
黙

の
公
的
補
助
金
」（im

plicit public 
subsidy

）
を
排
し
、
ま
た
、
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｃ
保
有
者
に
よ
っ
て
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ

ｓ
の
リ
ス
ク
テ
イ
ク
へ
の
監
視
が
強

め
ら
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
い
わ
ゆ

る
「
大
き
す
ぎ
て
つ
ぶ
せ
な
い
」
問

題
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

最
終
合
意
ま
で
の
経
緯

　

13
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
・
サ
ミ
ッ
ト

の
首
脳
声
明
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
、

14
年
末
ま
で
に
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｓ

（
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
上
重
要

な
金
融
機
関
）
の
破
綻
の
際
の
損
失

吸
収
力
の
充
実
性
に
関
す
る
提
案
を

策
定
す
る
よ
う
要
請
を
受
け
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
、
Ｂ
Ｃ

Ｂ
Ｓ
（
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員

会
）
と
協
議
の
う
え
、
14
年
11
月
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
上
重
要

な
銀
行
の
破
綻
時
の
損
失
吸
収
力
の

充
実
」
と
題
す
る
市
中
協
議
文
書
を

公
表
し
、
同
月
の
Ｇ
20
ブ
リ
ス
ベ
ン

・
サ
ミ
ッ
ト
に
報
告
し
た
。
市
中
協

２
０
１
５
年
11
月
９
日
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
︵
金
融
安
定
理
事
会
︶
か
ら
﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な

銀
行
の
破
綻
時
の
損
失
吸
収
お
よ
び
資
本
再
構
築
に
係
る
原
則
﹂
と
題
す
る
最
終
合
意
文
書
が
公
表
さ

れ
、
同
月
15
、
16
日
に
開
催
さ
れ
た
ア
ン
タ
ル
ヤ
・
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
Ｇ
20
首
脳
に
報
告
さ
れ
た
。
本

稿
で
は
、
こ
の
最
終
合
意
文
書
の
策
定
経
緯
や
内
容
に
つ
い
て
概
説
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
特
定
の

国
の
制
度
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
本
稿
に
お
け
る
意
見
等
は
、
執
筆
者
の
個
人
的
見

解
で
あ
り
、
必
ず
し
も
金
融
庁
や
Ｆ
Ｓ
Ｂ
等
の
関
係
機
関
の
公
式
な
見
解
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
い
。
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議
に
あ
わ
せ
て
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ

Ｓ
お
よ
び
Ｂ
Ｉ
Ｓ
（
国
際
決
済
銀

行
）
に
よ
り
包
括
的
な
影
響
度
調
査

（
定
量
的
影
響
度
調
査
、
市
場
調
査
、

ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
経
済
影
響
度
調
査
、

お
よ
び
過
去
の
事
例
に
お
け
る
損
失

額
分
析
）
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
な
か

で
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
導
入
に
伴
う
金
融
危
機

の
発
生
確
率
の
低
下
や
危
機
時
に
お

け
る
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
救
済
に
よ
る

財
政
負
担
等
の
コ
ス
ト
削
減
と
い
っ

た
便
益
が
銀
行
貸
出
金
利
の
上
昇
と

い
っ
た
ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
経
済
的
な

費
用
を
上
回
る
こ
と
が
示
さ
れ
た

（
注
３
）。

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
、
市
中
協
議
に
寄
せ
ら

れ
た
意
見
（
注
４
）
や
影
響
度
調
査

の
結
果
お
よ
び
そ
の
後
の
Ｆ
Ｓ
Ｂ
に

お
け
る
議
論
を
ふ
ま
え
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ

に
係
る
原
則
お
よ
び
タ
ー
ム
シ
ー
ト

を
策
定
し
、
15
年
11
月
９
日
に
最
終

合
意
文
書
を
公
表
し
た
。
こ
の
最
終

合
意
文
書
は
、
同
月
15
、
16
日
の
ア

ン
タ
ル
ヤ
・
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
Ｇ

20
首
脳
に
報
告
さ
れ
た
。

最
終
合
意
の
内
容

１
．
適
用
対
象

　

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
規
制
の
適
用
対
象
と
な

る
の
は
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
で
あ
る
。
た

だ
し
、
新
興
国
に
本
拠
を
有
す
る
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
に
つ
い
て
は
、
19
年
１

月
１
日
の
規
制
開
始
当
初
は
適
用
除

外
と
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）。

２
．
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
水
準

　

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
は
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
で
規

定
さ
れ
て
い
る
既
存
の
「
バ
ー
ゼ
ル

規
制
資
本
」
と
「
そ
の
他
適
格
負
債

等
」
の
合
計
額
と
し
て
算
出
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、「
そ
の
他
適
格
負
債

等
」
は
、
Ｇ

－
Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
破
綻
時

の
損
失
吸
収
に
利
用
可
能
な
も
の
で

あ
り
、
た
と
え
ば
、
破
綻
処
理
の
対

象
と
な
る
持
株
会
社
等
が
発
行
す
る

普
通
社
債
等
の
ほ
か
、「
当
局
に
よ

る
信
頼
性
の
あ
る
事
前
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
」（
後
述
）
が
含
ま
れ
る
。

■
最
低
水
準

　

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
は
、
２
段
階
に
分
け
て

導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

第
１
段
階
と
し
て
、
破
綻
処
理
の
対

象
と
な
る
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
持
株
会

社
等
に
お
い
て
、
各
銀
行
グ
ル
ー
プ

に
共
通
の
最
低
水
準
（M

inim
um

 
T

L
A

C

）
と
し
て
、
19
年
１
月
１
日

か
ら
、
連
結
ベ
ー
ス
の
リ
ス
ク
ウ
ェ

イ
ト
ア
セ
ッ
ト
対
比
（
以
下
、「
Ｒ

Ｗ
Ａ
比
」）
で
16
％
以
上
、
か
つ
、

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
で
定
め
ら
れ
る
レ
バ
レ

ッ
ジ
比
率
規
制
の
分
母
（
会
計
上
の

総
資
産
お
よ
び
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
項
目

の
合
計
）
対
比
（
以
下
、「
Ｌ
Ｒ
Ｅ

比
」）
で
６
％
以
上
の
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
を

確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

第
２
段
階
と
し
て
、
22
年
１
月
１
日

か
ら
は
、
連
結
ベ
ー
ス
の
Ｒ
Ｗ
Ａ
対

比
で
18
％
、
Ｌ
Ｒ
Ｅ
比
で
６
・
75
％

（
注
５
）
の
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
を
確
保
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
注
６
）。

　

こ
の
国
際
基
準
と
し
て
の
共
通
の

最
低
水
準
に
加
え
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ

の
ホ
ー
ム
当
局
（
本
拠
地
所
在
国
の

当
局
）
と
主
た
る
ホ
ス
ト
当
局
（
ホ

ー
ム
当
局
以
外
の
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の

活
動
拠
点
の
当
局
）
で
構
成
さ
れ
る

危
機
管
理
グ
ル
ー
プ
（
Ｃ
Ｍ
Ｇ
：

C
risis M

anagem
ent G

roup

・
注

７
）
に
お
け
る
協
議
お
よ
び
破
綻
処

理
可
能
性
評
価
プ
ロ
セ
ス
（
Ｒ
Ａ

Ｐ
：R

esolvability A
ssessm

ent 
P

rocess

・
注
８
）
を
ふ
ま
え
た
う
え

で
、
ホ
ー
ム
当
局
は
、
各
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ

Ｂ
単
位
の
上
乗
せ
基
準
を
設
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
負
債
性
のT

ier1

お
よ
び

T
ier2

と
、「
そ
の
他
適
格
負
債

等
」
と
の
合
計
が
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
最

低
水
準
の
33
％
以
上
で
あ
る
こ
と
が

「
期
待
」
さ
れ
て
い
る
が
、
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ホ

ー
ム
当
局
が
当
該
水
準
に
つ
い
て
上

乗
せ
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
を
否
定

す
る
も
の
で
も
な
い
。

■
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
と
の
関
係

　

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
が
、
銀
行
が
業
務
を

継
続
す
る
過
程
で
生
じ
る
損
失
を
吸

収
す
る
た
め
の
規
制
資
本
の
枠
組
み

で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
規
制

は
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
破
綻
が
金
融

シ
ス
テ
ム
の
安
定
に
与
え
る
影
響
を

最
小
化
し
、
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
業

務
の
継
続
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

納
税
者
負
担
を
回
避
す
る
秩
序
立
っ

た
破
綻
処
理
を
実
施
す
る
た
め
の
枠

組
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
規
制
目

的
に
差
異
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
規
制

資
本
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
Ｌ
Ａ

Ｃ
と
し
て
算
入
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。

　

ま
ず
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
上
の
資
本
保

全
バ
ッ
フ
ァ
ー
（
Ｒ
Ｗ
Ａ
比
２
・
５

％
）
や
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

等
を
構
成
す
る
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
（
普
通
株

式
等T

ier1

）
に
つ
い
て
は
、
破
綻

処
理
に
入
る
前
に
損
失
を
吸
収
し
て

し
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
Ｒ
Ｗ
Ａ
比
ベ
ー
ス
の
Ｔ
Ｌ
Ａ
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Ｃ
へ
の
算
入
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

一
方
で
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
上
の
レ
バ
レ

ッ
ジ
比
率
規
制
に
お
い
て
バ
ッ
フ
ァ

ー
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
Ｌ

Ｒ
Ｅ
比
ベ
ー
ス
で
の
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
算

出
上
は
、
Ｒ
Ｗ
Ａ
比
ベ
ー
ス
の
規
制

と
は
異
な
り
、
バ
ッ
フ
ァ
ー
に
相
当

す
る
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
を
控
除
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
な
い
。
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ

で
求
め
ら
れ
て
い
る
最
低
自
己
資
本

比
率
（
Ｒ
Ｗ
Ａ
比
８
％
お
よ
び
レ
バ

レ
ッ
ジ
比
率
規
制
水
準
）
お
よ
び
バ

ッ
フ
ァ
ー
相
当
分
の
合
計
を
超
過
す

る
余
剰
規
制
資
本
に
つ
い
て
は
、
Ｔ

Ｌ
Ａ
Ｃ
へ
算
入
可
能
で
あ
る
。

　

バ
ッ
フ
ァ
ー
以
外
の
規
制
資
本
に

つ
い
て
も
、
22
年
1
月
1
日
以
降
は
、

発
行
体
や
残
存
期
間
１
年
以
上
と
い

っ
た
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
固
有
の
要
件
（
後

述
）
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の

結
果
、
た
と
え
ば
、
少
数
株
主
持
分

の
う
ち
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
上
規
制
資
本

と
し
て
認
め
ら
れ
る
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
に
つ

い
て
は
制
限
な
く
算
入
可
能
で
あ
る

一
方
、
Ａ
Ｔ
１
（
そ
の
他T

ier1

）

お
よ
びT

ier2

資
本
に
つ
い
て
は
21

年
12
月
31
日
ま
で
に
限
り
算
入
が
認

め
ら
れ
て
い
る
（
注
９
）。

■
預
金
保
険
基
金
の
貢
献

「
そ
の
他
適
格
負
債
等
」
と
し
て
、

「
信
頼
性
あ
る
事
前
の
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
」（credible ex-ante com

m
it-

m
ents

）
の
算
入
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
が
納
税
者

負
担
に
安
易
に
依
存
せ
ず
秩
序
立
っ

た
破
綻
処
理
を
行
う
こ
と
を
可
能
に

す
る
損
失
吸
収
力
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
同
様
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と

が
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
各
国
の

強
靭
な
預
金
保
険
・
破
綻
処
理
基
金

に
つ
い
て
、
破
綻
後
の
ブ
リ
ッ
ジ
銀

行
等
の
資
本
再
構
築
に
法
的
障
害
が

な
く
使
用
で
き
る
場
合
に
、
関
係
当

局
の
同
意
の
も
と
で
算
入
可
能
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
算
入
可
能
額
は
、

19
年
１
月
１
日
か
ら
Ｒ
Ｗ
Ａ
比
で
２

・
５
％
、
22
年
１
月
１
日
か
ら
は
Ｒ

Ｗ
Ａ
比
３
・
５
％
で
あ
る
。

　

日
本
の
預
金
保
険
基
金
は
１
９
７

１
年
の
設
立
以
降
、
金
融
機
関
か
ら

の
保
険
料
収
入
等
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、

責
任
準
備
金
と
し
て
積
み
立
て
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
責
任
準
備
金
の
使
途
と
し
て
は
、

救
済
金
融
機
関
や
破
綻
金
融
機
関
等

へ
の
金
銭
贈
与
や
資
金
の
貸
付
け
、

資
産
の
買
取
り
等
が
認
め
ら
れ
て
お

り
、
90
年
代
に
起
こ
っ
た
日
本
の
金

融
危
機
に
加
え
、
最
近
の
破
綻
処
理

事
例
に
お
い
て
も
円
滑
な
破
綻
処
理

の
実
施
に
貢
献
し
て
き
た
。
こ
の
よ

う
に
、
日
本
の
預
金
保
険
基
金
は
銀

行
の
破
綻
時
に
お
い
て
事
前
積
立
金

を
活
用
す
る
損
失
吸
収
、
資
本
増
強
、

流
動
性
供
給
等
の
広
範
な
機
能
を
有

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の

最
低
水
準
に
算
入
可
能
な
「
信
頼
性

あ
る
事
前
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
に

あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
最
終
的
に
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｇ
に

お
け
る
議
論
を
経
て
、
関
係
当
局
の

合
意
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

３
．
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
性
質

　

後
述
の
と
お
り
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
に
は

「
外
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」（E

xternal 
T

L
A

C

）
と
「
グ
ル
ー
プ
内
Ｔ
Ｌ
Ａ

Ｃ
」（Internal T

L
A

C

）
と
が
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
以
下
を
満
た
す
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
除
外
債
務

　

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
は
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の

破
綻
処
理
に
お
い
て
、
金
融
市
場
の

危
機
を
伝
播
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
ま

た
、
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
業
務
に
障

害
を
生
じ
さ
せ
重
大
な
金
融
の
不
安

定
化
を
も
た
ら
し
う
る
債
務
に
損
失

負
担
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
損
失
吸

収
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
秩
序
立
っ
た
破
綻
処
理

の
た
め
に
損
失
吸
収
さ
せ
る
こ
と
が

適
当
で
は
な
い
債
務
が
、
除
外
債
務

（excluded　

liabilities

）
と
し
て

列
挙
さ
れ
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
か
ら
除
外
さ

れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
付
保
預

金
、
要
求
払
預
金
お
よ
び
満
期
ま
で

１
年
未
満
の
短
期
預
金
、
デ
リ
バ
テ

ィ
ブ
に
基
づ
く
債
務
、
仕
組
債
、
租

税
債
務
、
無
担
保
シ
ニ
ア
債
に
優
先

す
る
債
務
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

■
適
格
性

　

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ 

は
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ

の
破
綻
時
に
お
い
て
も
資
金
の
引
揚

げ
等
に
よ
り
損
失
吸
収
力
を
減
殺
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
破
綻
処
理
に
確
実

に
利
用
可
能
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
除
外
債
務
以
外
の
資
本

や
債
務
の
う
ち
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
と
し
て

の
適
格
性
（eligibility

）
を
有
す

る
も
の
の
み
算
入
が
認
め
ら
れ
る

（
注
10
）。
具
体
的
に
は
、
払
込
済
み

で
あ
る
こ
と
、
無
担
保
で
あ
る
こ
と
、

損
失
吸
収
力
を
減
殺
す
る
よ
う
な
相

殺
条
項
や
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
服
さ
な

い
こ
と
、
残
存
期
間
が
１
年
以
上
で

あ
る
こ
と
、
保
有
者
の
側
か
ら
期
限

前
償
還
が
で
き
な
い
こ
と
等
が
Ｔ
Ｌ
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Ａ
Ｃ
を
構
成
す
る
た
め
の
適
格
要
件

と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

４
．
外
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ

■
発
行
体

　

Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
グ
ル
ー
プ
の
外
部

か
ら
調
達
さ
れ
る
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
適
格
な

債
務
（「
適
格
外
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」）
は
、

原
則
と
し
て
破
綻
処
理
の
対
象
と
な

る
主
体
（resolution entity

）
か
ら

直
接
（directly

）
発
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
直
接
性
の
例
外
と
し
て
、
22
年

１
月
１
日
よ
り
前
に
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
特
別
目
的
事
業
体
（
Ｓ
Ｐ

Ｖ
）
等
の
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
エ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
通
じ
て
発
行
さ
れ
た
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
償
還
が
行
わ
れ

る
ま
で
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
へ
の
算
入
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。

■
劣
後
性
要
件

　

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
適
格
負
債
は
、
債
権
者

か
ら
の
訴
訟
リ
ス
ク
や
補
償
費
用
の

発
生
リ
ス
ク
（
注
11
）
の
懸
念
が
な

く
、
秩
序
立
っ
た
破
綻
処
理
の
実
施

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
除
外
債
務
と

明
確
に
区
別
で
き
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
ま
た
、
破
綻
時
に
お
い
て
除

外
債
務
よ
り
前
に
損
失
を
吸
収
で
き

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
適
格
外
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
と

し
て
算
入
す
る
た
め
に
は
、
原
則
と

し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ

り
、
破
綻
処
理
の
対
象
と
な
る
主
体

の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
上
に
お
け
る
除

外
債
務
に
対
す
る
劣
後
性
を
確
保
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

①
劣
後
条
項
等
、
契
約
に
よ
り
、
除

外
債
務
に
劣
後
し
て
い
る
こ
と（「
契

約
上
の
劣
後
」（contractual sub-

ordination

））

②
法
律
上
の
債
権
者
順
位
に
お
い
て
、

除
外
債
務
に
劣
後
し
て
い
る
こ
と 

（「
法
律
上
の
劣
後
」（statutory 

subordination

））

③
持
株
会
社
等
の
破
綻
処
理
の
対
象

と
な
る
主
体
が
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
適
格
負

債
と
同
順
位
ま
た
は
こ
れ
に
劣
後
す

る
除
外
債
務
を
発
行
し
て
い
な
い
こ

と
、
つ
ま
り
、
破
綻
処
理
を
実
施
し

て
も
除
外
債
務
が
損
失
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
こ
と
（「
構
造
上
の
劣
後
」

（structural subordination

））

　

劣
後
条
項
の
な
い
シ
ニ
ア
債
で
あ

っ
て
も
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
持

株
会
社
が
発
行
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

③
に
基
づ
き
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
に
算
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

他
方
、
子
銀
行
か
ら
発
行
さ
れ
る

普
通
社
債
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
債

権
者
順
位
が
同
順
位
で
あ
る
付
保
預

金
や
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
負
債
等
の
除
外

債
務
も
同
じ
子
銀
行
内
に
存
在
し
て

い
る
た
め
、
法
的
な
リ
ス
ク
な
く
Ｔ

Ｌ
Ａ
Ｃ
除
外
債
務
よ
り
前
に
損
失
吸

収
を
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し
て
、

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
に
算
入
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
劣
後
性
要
件
に
も
二
つ

の
例
外
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
併
用

は
不
可
）。
第
一
に
、
破
綻
処
理
と

な
る
主
体
が
発
行
す
る
適
格
負
債
と

同
順
位
ま
た
は
劣
後
す
る
除
外
債
務

が
当
該
主
体
の
適
格
外
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ

の
５
％
を
超
え
な
い
等
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
、
適
格
外
部
Ｔ

Ｌ
Ａ
Ｃ
の
除
外
債
務
に
対
す
る
劣
後

は
不
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

持
株
会
社
の
事
業
運
営
上
、
そ
う
し

た
除
外
債
務
を
一
定
程
度
維
持
す
る

こ
と
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
（
注

12
）
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
破
綻
処
理
法
制
で
定
め

る
例
外
的
な
場
合
に
、
破
綻
処
理
当

局
の
権
限
に
よ
り
、
除
外
債
務
の
一

部
ま
た
は
全
部
を
損
失
吸
収
ま
た
は

株
式
転
換
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
国
に
お
い
て
は
、
19
年

１
月
１
日
か
ら
Ｒ
Ｗ
Ａ
比
で
２
・
５

％
、
22
年
１
月
１
日
か
ら
Ｒ
Ｗ
Ａ
比

３
・
５
％
を
上
限
と
し
て
、
Ｔ
Ｌ
Ａ

Ｃ
不
適
格
負
債
と
同
順
位
で
あ
る
債

務
を
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
へ
算
入
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
る
（
注
13
）。

■
償
還
制
限

　

Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
側
が
適
格
外
部
Ｔ

Ｌ
Ａ
Ｃ
を
償
還
す
る
際
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ

規
制
上
の
最
低
水
準
を
下
回
る
こ
と

と
な
る
場
合
は
、
監
督
当
局
に
よ
る

許
可
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

■
準
拠
法

　

適
格
外
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
は
、
原
則
と

し
て
破
綻
処
理
対
象
と
な
る
主
体
の

本
拠
地
の
法
律
に
準
拠
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
拘
束
力
の
あ

る
法
的
な
枠
組
み
ま
た
は
法
的
に
執

行
可
能
な
契
約
に
よ
り
、
関
連
す
る

破
綻
処
理
当
局
に
よ
る
破
綻
処
理
の

実
効
性
お
よ
び
執
行
可
能
性
が
確
保

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
外
国
法
準

拠
で
の
発
行
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

■
ト
リ
ガ
ー

　

適
格
外
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
は
、
破
綻
処

理
当
局
が
実
効
的
に
償
却
ま
た
は
株

式
へ
の
転
換
を
行
う
た
め
の
契
約
上

の
ト
リ
ガ
ー
を
有
す
る
か
、
関
係
す

る
破
綻
処
理
当
局
が
そ
れ
を
行
う
こ

と
を
可
能
と
す
る
法
的
仕
組
み
に
服
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し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

５
．
グ
ル
ー
プ
内
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ

　

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
規
制
の
主
要
な
目
的
の

一
つ
と
し
て
、
国
境
を
越
え
て
活
動

を
す
る
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
破
綻
処
理

が
秩
序
立
っ
た
か
た
ち
で
行
わ
れ
る

よ
う
、
ホ
ス
ト
当
局
に
よ
る
子
会
社

資
産
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
（
囲
い
込

み
）
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
最
小
化

し
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
分
断
を
回
避

す
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
国
際
的
な

議
論
に
お
い
て
提
示
さ
れ
て
い
る
破

綻
処
理
戦
略
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
シ

ン
グ
ル
・
ポ
イ
ン
ト
・
オ
ブ
・
エ
ン

ト
リ
ー
（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
）
ア
プ
ロ
ー
チ

（
注
14
）
に
お
い
て
は
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ

Ｂ
ｓ
の
破
綻
処
理
の
際
に
、
そ
の
重

要
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
ホ

ス
ト
国
に
お
い
て
活
動
を
行
う
重
要

な
子
会
社
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
破

綻
処
理
を
行
わ
ず
、
発
生
し
た
損
失

を
破
綻
処
理
の
対
象
と
な
る
持
株
会

社
が
吸
収
す
る
こ
と
で
、
ホ
ス
ト
国

の
金
融
の
安
定
が
維
持
さ
れ
る
と
い

う
信
頼
を
ホ
ス
ト
当
局
に
与
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
最
終
合
意
文
書
で
は
、

ホ
ー
ム
当
局
が
主
導
す
る
か
た
ち
で

の
国
境
を
越
え
た
破
綻
処
理
の
円
滑

な
実
行
を
可
能
と
す
る
た
め
、
破
綻

処
理
の
対
象
と
な
る
持
株
会
社
等
の

主
体
に
、
海
外
の
重
要
な
子
会
社
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
損
失
吸
収
力
を
十

分
に
確
保
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
破
綻
処
理
の

対
象
と
な
る
持
株
会
社
等
の
主
体
は
、

適
格
外
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
発
行
に
よ
り

調
達
し
た
資
金
を
、「
グ
ル
ー
プ
内

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」（Internal T

L
A

C

）

を
通
じ
て
出
資
や
融
資
等
に
よ
り
、

あ
ら
か
じ
め
海
外
の
重
要
な
子
会
社

グ
ル
ー
プ
へ
分
配
し
、
必
要
な
場
合

に
は
子
会
社
グ
ル
ー
プ
で
生
じ
た
損

失
を
吸
収
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
国
の
破
綻
処
理
当

局
が
、
国
内
に
あ
る
子
会
社
ま
た
は

子
会
社
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
グ
ル

ー
プ
内
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
に
係
る
規
定
を
適

用
す
る
こ
と
も
排
除
さ
れ
て
い
な
い
。

■
発
行
体

　

グ
ル
ー
プ
内
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
に
係
る
規

定
が
適
用
さ
れ
る
海
外
の
「
重
要

な
」
子
会
社
グ
ル
ー
プ
と
は
、
①
Ｒ

Ｗ
Ａ
、
②
営
業
収
益
、
ま
た
は
③
総

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
が
グ
ル
ー
プ
連

結
ベ
ー
ス
比
５
％
以
上
と
い
う
数
量

的
基
準
を
満
た
す
も
の
、
も
し
く
は

④
Ｃ
Ｍ
Ｇ
に
お
い
て
重
要
な
子
会
社

と
特
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
子
会
社
単
体
ベ
ー
ス
ま
た
は

そ
の
傘
下
に
あ
る
主
体
を
含
め
た
子

会
社
連
結
ベ
ー
ス
で
算
出
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

■
所
要
水
準

　

グ
ル
ー
プ
内
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
具
体
的

な
最
低
水
準
（M

inim
um

 Internal 
T

L
A

C

）
は
、
重
要
な
子
会
社
グ
ル

ー
プ
が
破
綻
処
理
対
象
の
主
体
で
あ

っ
た
と
仮
定
し
た
場
合
に
保
有
す
べ

き
外
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
最
低
水
準
の
75

〜
90
％
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
ホ
ス

ト
当
局
が
ホ
ー
ム
当
局
と
協
議
の
う

え
で
決
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
ホ
ス

ト
当
局
が
そ
の
算
定
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

■
性
質
・
形
式

　

グ
ル
ー
プ
内
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
基
本
的

な
性
質
（
適
格
性
）
は
、
適
格
外
部

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
と
同
様
で
あ
り
、
除
外
債

務
は
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
、
除
外
債

務
に
対
す
る
劣
後
性
も
要
求
さ
れ
る
。

　

グ
ル
ー
プ
内
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
は
、
国
境

を
越
え
た
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
実
効
的

な
破
綻
処
理
を
促
進
す
る
た
め
、
原

則
と
し
て
出
資
・
融
資
等
の
か
た
ち

で
海
外
の
重
要
な
子
会
社
グ
ル
ー
プ

に
対
し
て
事
前
に
拠
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
ホ

ー
ム
当
局
お
よ
び
Ｃ
Ｍ
Ｇ
内
の
関
係

す
る
ホ
ス
ト
当
局
の
合
意
に
よ
り
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
担
保
付
保
証

を
グ
ル
ー
プ
内
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
と
す
る
こ

と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

６
．
保
有
者
規
制

■
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
最
終
合
意
文
書
の
内
容

　

国
際
的
に
活
動
を
行
う
銀
行
が
Ｔ

Ｌ
Ａ
Ｃ
に
投
資
を
行
っ
て
い
る
場
合
、

Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
破
綻
時
に
Ｔ
Ｌ
Ａ

Ｃ
が
損
失
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
り

グ
ロ
ー
バ
ル
な
銀
行
シ
ス
テ
ム
内
で

危
機
が
伝
播
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
銀
行
が
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｃ
を
保
有
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
低
減
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
危
機

の
伝
播
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
企
図

さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
が
他
の
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の

発
行
す
る
負
債
を
保
有
し
て
い
る
場

合
、
自
己
が
発
行
す
る
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
ま

た
は
規
制
資
本
の
算
定
上
、
保
有
相

当
額
を
控
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
国
際
的
に
活
動
を
行
う

ｎ
ｏ
ｎ

－

Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
（
Ｇ

－

Ｓ

Ｉ
Ｂ
ｓ
以
外
の
銀
行
）
が
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ

を
保
有
し
て
い
る
場
合
の
取
扱
い
を

含
め
、
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
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で
検
討
す
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

■
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
市
中
協
議
文
書
の
概

要
　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
に
よ
る
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
規
制
の

最
終
合
意
文
書
の
公
表
に
合
わ
せ
て
、

Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
か
ら
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
保
有

者
規
制
に
係
る
市
中
協
議
文
書
が
公

表
さ
れ
た
（
市
中
協
議
へ
の
意
見
提

出
期
限
は
16
年
２
月
12
日
）。

　

市
中
協
議
文
書
で
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ

か
ら
の
提
案
と
し
て
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ

ｓ
も
ｎ
ｏ
ｎ

－

Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
も
、

規
制
資
本
以
外
の
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
適
格
負

債
へ
の
ネ
ッ
ト
の
投
資
額
（
ロ
ン
グ

ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
シ
ョ
ー
ト
ポ
ジ
シ

ョ
ン
を
除
い
た
も
の
）
を
自
ら
の

T
ier2

か
ら
控
除
し
、
か
り
に

T
ier2

が
足
り
な
い
場
合
に
は
、
Ａ

Ｔ
１
、
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
か
ら
控
除
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ

で
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
閾
値

（
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
上
は
自
ら
の
Ｃ
Ｅ
Ｔ

１
の
10
％
）
以
下
の
保
有
は
控
除
対

象
と
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
具

体
的
な
閾
値
の
水
準
や
詳
細
な
取
扱

い
に
つ
い
て
は
、
今
後
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
で

検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
自
ら
の
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
へ
の
投
資
や
、

意
図
的
に
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
を
増
加
さ
せ
る

よ
う
な
持
合
い
に
つ
い
て
は
全
額
控

除
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
提
案
に
加
え
、

こ
れ
ま
で
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
で
検
討
さ
れ
て

き
た
案
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
示
さ
れ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の

案
に
つ
い
て
も
支
持
す
る
コ
メ
ン
ト

が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

①
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
へ
の
投
資
額
に
応
じ
て

Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
か
ら
一
定
額
を
控
除
す
る

②
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
に
対
し
て
懲
罰
的
な

（
高
い
）
資
本
賦
課
を
設
定
す
る

③
大
口
信
用
供
与
規
制
を
用
い
た
規

制
を
実
施
す
る

④
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
はTier2

か
ら
控

除
し
、
他
の
銀
行
は
大
口
信
用
供
与

規
制
を
用
い
た
規
制
を
実
施
す
る

　

な
お
、
規
制
対
象
と
な
る
Ｔ
Ｌ
Ａ

Ｃ
の
保
有
の
定
義
に
関
し
て
、
以
下

の
債
務
へ
の
投
資
も
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
へ
の

投
資
と
み
な
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

①
残
存
期
間
以
外
の
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
要
件

を
満
た
す
債
務
（
残
存
期
間
が
１
年

未
満
と
な
っ
た
こ
と
で
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
で

な
く
な
っ
た
も
の
等
）

②
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
と
債
権
者
順
位
上
同
順

位
と
な
る
債
務

③
劣
後
性
要
件
に
係
る
二
つ
目
の
特

例
（
前
述
）
に
よ
っ
て
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
と

な
り
う
る
シ
ニ
ア
債
の
う
ち
、
発
行

時
残
存
期
間
が
１
年
以
上
の
も
の

　

ま
た
、
新
興
国
の
Ｇ

－
Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ

が
発
行
し
た
債
務
も
対
象
と
す
る
こ

と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

７
．
開
示

　

破
綻
処
理
の
信
頼
性
お
よ
び
実
行

可
能
性
を
高
め
、
市
場
規
律
を
強
化

す
る
た
め
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
は
、
破

綻
処
理
対
象
と
な
る
主
体
お
よ
び
重

要
な
子
会
社
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る

個
々
の
法
的
主
体
が
発
行
す
る
外
部

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
内
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｃ
の
額
、
満
期
、
構
成
に
つ
い
て

開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
債
権
者

そ
の
他
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

に
ど
の
よ
う
な
順
序
で
損
失
吸
収
が

行
わ
れ
る
の
か
を
理
解
で
き
る
よ
う
、

①
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
グ
ル
ー
プ
内
で

破
綻
処
理
の
対
象
と
な
る
主
体
は
、

少
な
く
と
も
債
権
者
順
位
上
、
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｃ
適
格
負
債
と
同
順
位
ま
た
は
こ

れ
に
劣
後
す
る
負
債
の
額
、
性
質
お

よ
び
満
期
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
②

Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
重
要
な
子
会
社
を

構
成
す
る
法
的
主
体
は
、
破
綻
処
理

の
対
象
と
な
る
主
体
に
発
行
す
る
グ

ル
ー
プ
内
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
と
同
順
位
ま
た

は
こ
れ
に
劣
後
す
る
負
債
に
つ
い
て

開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
開
示
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
が
特
定
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

８
．
実
施
時
期

■
適
用
開
始

　

前
述
の
と
お
り
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
規
制

の
適
用
開
始
の
第
１
段
階
は
19
年
１

月
１
日
で
あ
り
、
第
２
段
階
と
し
て
、

22
年
１
月
１
日
か
ら
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
最

低
水
準
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

■
新
興
国
の
特
例

　

最
終
合
意
は
、
各
国
で
異
な
る
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
経
営
環
境
や
市
場
環

境
等
に
配
慮
し
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
新
興
国
に
本
拠
地
を
お
く
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ

規
制
の
適
用
開
始
時
期
を
、
第
１
段

階
25
年
１
月
１
日
、
第
二
段
階
28
年

１
月
１
日
と
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
新
興
国
に
お
け
る
市
場

の
成
長
度
合
い
を
勘
案
し
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
適
用
開

始
時
期
は
前
倒
し
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
20
年
11
月
ま
で
に
当
該
新
興
国

の
社
債
市
場
の
規
模
が
年
間
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
対
比
で
55
％
を
超
え
た
場
合
、

そ
の
３
年
後
か
ら
第
１
段
階
、
さ
ら
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に
そ
の
３
年
後
か
ら
第
２
段
階
の
規

制
の
適
用
を
開
始
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
55
％
と
い
う

閾
値
は
19
年
に
レ
ビ
ュ
ー
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

■
見
直
し
の
実
施

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
、
19
年
末
ま
で
に
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｃ
の
実
施
に
係
る
技
術
的
な
点
に

つ
い
て
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
現
時
点
で
は
見
直
し
の
具
体

的
な
項
目
等
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い

な
い
が
、「
技
術
的
な
点
」
と
明
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ

の
所
要
最
低
水
準
に
つ
い
て
は
当
該

見
直
し
の
対
象
で
は
な
い
と
解
さ
れ

て
い
る
。

■
新
規
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
等
の
扱
い

　

16
年
か
ら
18
年
末
ま
で
の
間
に
新

た
に
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
に
選
定
さ
れ
た

金
融
機
関
は
、
22
年
１
月
ま
で
に
連

結
ベ
ー
ス
の
Ｒ
Ｗ
Ａ
比
18
％
、
Ｌ
Ｒ

Ｅ
比
６
・
75
％
以
上
の
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。
19
年
以
降
に
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ

ｓ
に
選
定
さ
れ
た
金
融
機
関
も
、
選

定
後
36
カ
月
以
内
に
同
様
の
水
準
を

満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＊　

＊　

＊

　

今
般
の
最
終
合
意
に
よ
り
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
に
対
し
Ｋ
Ａ
に
沿
っ
た
破

綻
処
理
を
行
う
た
め
の
ツ
ー
ル
が
一

通
り
出
揃
っ
た
こ
と
に
な
る
。
最
終

合
意
の
内
容
は
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
が

破
綻
処
理
の
た
め
に
備
え
る
べ
き
損

失
吸
収
力
の
必
要
性
と
、
各
国
で
異

な
る
市
場
環
境
や
破
綻
処
理
制
度
、

金
融
機
関
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
違

い
等
を
ふ
ま
え
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
今
後
は
、
各
国
に
お
い
て
本

合
意
に
従
っ
て
制
度
整
備
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
同
時
に
、
各
国

が
協
調
し
て
、
Ｋ
Ａ
に
沿
っ
て
整
備

さ
れ
た
破
綻
処
理
制
度
を
円
滑
に
実

施
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
、
そ
の

運
用
上
の
課
題
へ
の
取
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
に
お
け
る
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
最

終
合
意
を
受
け
、
す
で
に
ス
イ
ス
や

ア
メ
リ
カ
が
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
や
長
期
債
発

行
に
関
す
る
規
制
案
を
公
表
し
て
い

る
。
イ
ギ
リ
ス
も
、
Ｂ
Ｒ
Ｒ
Ｄ
（
欧

州
銀
行
再
建
・
破
綻
処
理
指
令
、
注

15
）
で
発
行
が
義
務
付
け
ら
れ
る
Ｍ

Ｒ
Ｅ
Ｌ
（
注
16
）
に
係
る
規
制
案
を

公
表
し
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
最
終
合
意
に

沿
っ
て
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
に
対
す
る
Ｍ

Ｒ
Ｅ
Ｌ
の
設
定
を
行
う
意
向
を
表
明

し
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
と
お
り
、

Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
に
お
い
て
引
き
続
き
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｃ
の
保
有
者
規
制
や
開
示
に
つ
い

て
の
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
に
お
い
て
も
16
年

末
ま
で
に
グ
ル
ー
プ
内
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の

実
施
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検
討
が
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
、
金
融
庁
と
し
て
も
、
19
年

か
ら
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
規
制
を
実
施
す
べ
く

前
記
の
国
際
的
な
議
論
の
動
向
を
ふ

ま
え
つ
つ
制
度
整
備
等
の
準
備
を
進

め
て
い
く
予
定
で
あ
る
が
、
同
規
制

の
円
滑
な
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
国

内
外
の
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
規
制
対
応

に
向
け
た
取
組
み
や
、
そ
う
し
た
取

組
み
が
市
場
や
実
体
経
済
へ
及
ぼ
す

影
響
を
注
視
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
ら
れ
る
。
あ
わ
せ
て
、
今
後

国
際
的
に
続
け
ら
れ
て
い
く
破
綻
処

理
制
度
の
円
滑
な
運
用
・
実
施
に
関

す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
議
論
に

貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
注
）１　

15
年
11
月
に
Ｆ
Ｓ
Ｂ
か
ら
公
表

さ
れ
た
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
世
界
か

ら
30
行
、
日
本
か
ら
は
、
三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ

（
Ｆ
Ｇ
）、
三
井
住
友
Ｆ
Ｇ
、
み
ず

ほ
Ｆ
Ｇ
の
３
銀
行
グ
ル
ー
プ
が
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

２　

Ｋ
Ａ
（K

ey A
ttributes of 

E
ffective R

esolution R
egim

es 
for F

inancial Institutions

）
は
、

08
年
９
月
の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
の
破
綻
等
に
端
を
発
し
た
国
際
的

な
金
融
危
機
を
ふ
ま
え
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
が

11
年
10
月
に
策
定
（
14
年
10
月
改

定
）
し
、
11
年
11
月
の
カ
ン
ヌ
・
サ

ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
大

き
す
ぎ
て
つ
ぶ
せ
な
い
」（too big 

to fail

）
問
題
に
対
応
す
る
破
綻
処

理
制
度
に
関
す
る
新
た
な
国
際
基
準

と
し
て
合
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

Ｋ
Ａ
に
基
づ
き
、
各
国
は
破
綻
処
理

制
度
の
整
備
を
進
め
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
に
お

い
て
も
Ｋ
Ａ
の
実
施
を
推
進
す
る
た

め
の
基
準
策
定
等
の
作
業
が
行
わ
れ

て
き
た
。
日
本
で
も
、
13
年
６
月
に

預
金
保
険
法
等
の
一
部
改
正
が
行
わ

れ
て
い
る
。

３　

影
響
度
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
最
終
合
意
文
書
と
同

時
に
公
表
さ
れ
た
「
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
影
響

度
調
査
の
結
果
の
要
旨
を
参
照
。

４　

市
中
協
議
で
寄
せ
ら
れ
た
意

見
に
つ
い
て
は
、http://w

w
w.fsb.

org/2015/02/public-responses-to-
the-novem

ber-2014-consultative-
docum

ent-adequacy-of-loss-
absorbing-capacity-of-global-
system

ically-im
portant-banks-in-

resolution/ 

を
参
照
。
ま
た
、
市
中

協
議
の
結
果
を
ふ
ま
え
た
最
終
合

意
文
書
に
お
け
る
変
更
点
に
つ
い
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て
は
、「
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
原
則
及
び
タ
ー

ム
シ
ー
ト
に
対
す
る
市
中
協
議
後
の

改
定
の
概
要
」
を
参
照
。

５　

第
２
段
階
に
お
け
る
Ｌ
Ｒ
Ｅ
比

６
・
75
％
と
い
う
水
準
は
、
第
１
段

階
で
求
め
ら
れ
る
Ｌ
Ｒ
Ｅ
比
６
％
を
、

Ｒ
Ｗ
Ａ
比
の
引
上
率
と
同
率
で
引
き

上
げ
た
も
の
で
あ
る
（
6
％
×
18
÷

16
＝
6
・
75
％
）。

６　

19
年
１
月
時
点
で
の
Ｒ
Ｗ
Ａ
比

の
最
低
水
準
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
な
考
え
方
が
で
き
る
。
か
り
に
、

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
上
求
め
ら
れ
る
自
己
資

本
比
率
と
同
水
準
（
連
結
ベ
ー
ス
Ｒ

Ｗ
Ａ
比
８
％
）
の
自
己
資
本
を
保
有

し
て
い
る
銀
行
が
破
綻
し
、
自
己
資

本
の
全
部
が
毀
損
し
た
と
す
る
（
自

己
資
本
比
率
０
％
）。
こ
の
状
態
で

破
綻
処
理
を
開
始
し
た
場
合
、
破
綻

処
理
実
施
後
の
ブ
リ
ッ
ジ
金
融
機
関

等
が
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
で
求
め
ら
れ
る
自

己
資
本
比
率
を
再
度
満
た
す
た
め
に

必
要
な
資
本
再
構
築
力
は
、
連
結
ベ

ー
ス
Ｒ
Ｗ
Ａ
比
８
％
で
あ
る
。
こ
の

場
合
は
、
自
己
資
本
の
毀
損
分
８
％

と
資
本
再
構
築
上
必
要
な
８
％
の
合

計
16
％
を
確
保
す
れ
ば
円
滑
な
破
綻

処
理
が
可
能
と
い
え
る
。
22
年
１
月

以
降
の
最
低
水
準
が
連
結
ベ
ー
ス
Ｒ

Ｗ
Ａ
比
18
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い

る
の
は
、
各
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
が
バ
ー
ゼ

ル
Ⅲ
で
求
め
ら
れ
る
最
低
自
己
資
本

比
率
８
％
を
上
回
る
自
己
資
本
を
通

常
確
保
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、

市
場
の
信
認
を
得
る
た
め
に
は
再
建

後
も
最
低
水
準
の
８
％
に
加
え
一
定

の
バ
ッ
フ
ァ
ー
を
確
保
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
い
う
点
や
、
こ
う
し
た

バ
ッ
フ
ァ
ー
を
確
保
す
る
た
め
に
必

要
と
な
る
一
定
期
間
を
経
過
し
て
い

る
こ
と
等
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

７　

Ｋ
Ａ
８
参
照
。

８　

Ｋ
Ａ
10
・
１
に
お
い
て
、
破
綻

処
理
当
局
は
、
少
な
く
と
も
Ｇ

－
Ｓ

Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｓ
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
破

綻
処
理
の
実
現
可
能
性
の
検
証
を
実

施
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。

９　

こ
れ
は
、
①
銀
行
グ
ル
ー
プ
の

破
綻
処
理
を
行
う
際
、
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
に

つ
い
て
は
特
段
の
手
続
な
く
子
会
社

内
の
損
失
吸
収
が
行
わ
れ
る
一
方
、

Ａ
Ｔ
１
お
よ
びT

ier2

に
損
失
吸
収

さ
せ
る
た
め
に
は
清
算
手
続
等
を
含

む
破
綻
処
理
手
続
が
必
要
と
な
る
場

合
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
②
あ
る
子

会
社
の
損
失
吸
収
力
（
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
を

含
む
）
を
他
の
子
会
社
で
発
生
し
た

損
失
の
吸
収
に
あ
て
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

10　

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
適
格
要
件
を
満
た

さ
な
い
債
務
に
つ
い
て
、
破
綻
処
理

の
な
か
で
損
失
吸
収
す
る
こ
と
が
否

定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

11　

"n
o cred

itor w
orse off 

than in liquidation"(N
C

W
O

L
)

principle

（
い
か
な
る
債
権
者
も
清

算
手
続
に
比
べ
て
不
利
に
扱
わ
れ
な

い
と
す
る
原
則
）
に
基
づ
く
も
の
。

同
原
則
は
、
金
融
機
関
の
破
綻
処
理

に
際
し
、
そ
の
債
権
者
が
金
融
機
関

の
清
算
を
行
っ
た
と
し
て
最
低
限
受

領
す
べ
き
も
の
を
受
領
し
て
い
な
い

場
合
に
、
補
償
を
受
け
る
権
利
を
有

す
べ
き
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｋ
Ａ

５
参
照
。

12　

た
と
え
ば
、
公
共
料
金
、
賃
料
、

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
料
に
係
る
債
務
、

給
与
債
務
、
な
ら
び
に
租
税
債
務
等

の
う
ち
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
と
同
順
位
と
な
る

も
の
が
想
定
さ
れ
る
。

13　

当
局
に
よ
る
信
頼
性
の
あ
る
事

前
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
同
一
の
水
準

で
あ
る
。

14　

Ｓ
Ｐ
Ｅ
（Single Point of E

n-
try

）
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
単
一
の

当
局
が
、
グ
ル
ー
プ
最
上
位
の
親
会

社
ま
た
は
持
株
会
社
に
破
綻
処
理

権
限
を
適
用
し
、
子
会
社
に
つ
い
て

は
破
綻
処
理
を
行
わ
ず
事
業
を
継

続
さ
せ
る
破
綻
処
理
戦
略
を
さ
す
。

一
方
、
Ｍ
Ｐ
Ｅ
（M

ultiple Point of 
E

ntry

）
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
複
数

の
当
局
が
、
グ
ル
ー
プ
内
の
各
部
分

に
対
し
て
破
綻
処
理
権
限
を
行
使

す
る
破
綻
処
理
戦
略
を
さ
す
。

15　

Ｂ
Ｒ
Ｒ
Ｄ (E

U
 B

ank R
ecov-

ery and R
esolution D

irective

）
は
、

14 

年
４
月
に
欧
州
議
会
、
５
月
に

欧
州
連
合
理
事
会
に
よ
り
採
択
さ
れ
、

15
年
１
月
に
発
効
し
た
。
Ｂ
Ｒ
Ｒ
Ｄ

45
条
は
、
銀
行
に
Ｍ
Ｒ
Ｅ
Ｌ
の
発
行

を
義
務
付
け
て
い
る
。

16　

Ｍ
Ｒ
Ｅ
Ｌ
（M

inim
um

 R
e-

quirem
ent for ow

n funds and 
E

ligible L
iabilities

）
は
、
Ｂ
Ｒ

Ｒ
Ｄ
下
の
欧
州
地
域
で
適
用
さ
れ

る
規
制
で
あ
り
、
銀
行
の
破
綻
時

の
損
失
吸
収
・
資
本
再
構
築
力
を

確
保
す
る
点
で
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
と
共
通

の
目
的
に
立
っ
て
い
る
が
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
以
外
の
銀
行
も
広
く
適

用
対
象
と
し
、
個
別
銀
行
に
適
し

た
破
綻
処
理
戦
略
に
基
づ
い
て
設

定
さ
れ
る
等
、
異
な
る
点
も
多
い
。

た
か
な
し　

ゆ
う
た

07
年
東
京
工
業
大
学
理
学
部
卒
、
金

融
庁
入
庁
。
14
年
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
経
営
大
学
院
修
了
（
Ｍ
Ｂ

Ａ
）、
14
年
７
月
か
ら
現
職
。

こ
ぼ
り　

た
く
や

11
年
京
都
大
学
法
科
大
学
院
修
了
、

金
融
庁
入
庁
。
14
年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
法
科
大
学
院

修
了（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）、
15
年
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
国
際
公
共
大
学
院
修
了（
Ｍ
Ｐ

Ａ
）。
15
年
７
月
か
ら
現
職
。
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